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＜連絡事項＞

・年末年始のエアロビ倶楽部について連絡が来ています。今年は12/29（月）までの実施で、来年（2009年）は、1/19（月）よりエアロビ倶楽部を実施するとの事です。

・クリスマス会で患者様が行う演芸についてですが、昨日のプログラムでＡグループ・Ｂグループそれぞれ出し物を決定しています。

　　Ａグループ→「明日があるさ」のレクダンス

　　Ｂグループ→合唱と合奏

　　　　　　　　合唱は「ジングルベル」、合奏は「きよしこの夜」となっています。

＜患者様連絡事項＞

・高橋　幸雄様～12/10（水）13：30～退院療養検討会を行います。

　　　　　　　　11/29（土）10：00～11/30（日）16：30まで外泊希望あり、主治医不在だった為、田名部Ｄｒより許可を頂いています。

・清水頭　翼様～皮膚科診察にて左第1趾爪周囲炎の悪化の為、陥入爪処置を行っていますが、処置後の疼痛聞かれており主治医へ情報提供しています。本日昼より、ヨウフェナック（25）3Ｔ　3×3日分処方となっています。

　　　　　　　　疼痛や皮膚状態の観察・確認を行っていきましょう。

　　　　　　　　処置部分が痛いとの事で上履きを履いていない事見られていた為、履いても痛くないようなスリッパ（大きめのサイズ）を用意して頂いてはどうかと意見が聞かれています。また、自室にゴミの溜め込み見られていた為、ゴミ箱の用意が必要かと思われます。準夜帯にてご家族へ服薬ボードを持ってくる際にスリッパとゴミ箱も用意してもらうよう連絡する事としています。

・浅野　秀子様～本日、松尾歯科受診されています。入れ歯を削り、歯茎に薬を塗って来たとの事です。次回受診予定はなく、痛い時に受診するようにとの事です。12月に受診する際には、SWへ連絡が必要です。また、

　　　　　　　　本人にも受診日の設定は、余裕をもって行うよう介入していきま

　　　　　　　　しょう。

　　

・戸賀沢　潔様～本日、姉様と市役所へ外出されていますが、障害者年金手帳に本人の証明写真がなかった事と姉様の印鑑登録証明がなかった為、手続きが出来なかったとの事です。姉様と本人共に障害者年金手帳へ証明写真を付ける事は嫌だと話されています。本人の証明をする為には姉様の印鑑登録が必要との事で、12/10頃に再度市役所へ行く予定となっています。次回の外出時間は9：00～12：00で昼食は不要との事です。詳しくは後日姉様より連絡が来る事となっています。

・稲垣　恵利子様～スタッフオフィスで預かっているお小遣いですが、残金が1700円で、足りないとの事で1万円届けてもらうよう医事へ連絡しています。12/1（月）に病棟へ持って来るとの事です。

　　　　　　　　　本人様の衣類についてですが、自分で捨てている事あり、現在ズボンが2本しかない状態となっています。担当スタッフより、今後定期的に衣類の残数をチェックし、ケアプランにあげていく予定としています。

＜ＳＳＴミーティング＞

・月末の為、11月の短期目標評価を行います。

＜猪股Ｄｒ診察状況報告、ケース検討＞

・蛯名　勝幸様～外泊については「まずまずだった」と話され、気分も安定していると話されています。朝起きる時にパッと起きる事が出来ないとの事で、眠剤を減らして欲しいと話されていますが、主治医より検討していくと本人へ伝えています。退院前訪問指導を進めていく予定です。

　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況や生活リズムの変化、気分変動を

　　　　　　　　観察・確認しながら、今後への生活設定へのケアを進めていき

　　　　　　　　ましょう。

・駒木　洋士様～11/29（土）9：00～16：00まで買い物の為外出希望あり、主治医より許可頂いています。青山荘入所について本人から「来年になりそうですね」と表情良く話されています。就床に時間を要したり、口数の

　　　　　　　　多さが見られる事がありますので、日課・プログラムの取り組み状況

や生活リズムの変化、気分変動を観察・確認しながら、今後への生　　活設定へのケアを進めていきましょう。

・五日市　規様～青山荘入所について進んでいない事に対し、「一人で暮らすのはダメか」と話されています。妄想や幻聴はまだあるとの事です。主治医より、合否が出るには時間が掛かる、結果を待つようにと説明あり、本人了解されています。日課・プログラムの取り組み状況や生活リズムの変化について観察・確認しながら、症状管理や今後の生活設定への

　　　　　　　　ケアを進めていきましょう。

＜買い物付き添い状況検討＞

・木村　梅子様～買い物へ行く際、走って移動する事見られています。夕方、暗くなるのも早くなってきており、事故の可能性もある為、このまま走って移動する事が続くのであれば、単独外出できなくなる事を含めて介入

　　　　　　　　していきましょう。

・布施　邦雄様～交通マナー、買い物状況等に問題見られない為、今後評価を進めてスタッフ付き添いから単独へしていく事を予定としています。

・大下　良悦様～買い物に行く際、準備が出来ると自らスタッフへ話され、買い物時もスタッフへ確認しながら出来ている為、今後評価を進めてスタッフ付き添いから単独へしていく事を予定としています。

＜勉強会＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　藤原　英佳Ｎｓ

アルコール依存症とは？

・誰でもかかる病気
　年齢、性別、性格に拘らずかかる病気

・飲酒のコントロールを失う病気
　意志が弱いからではなく、コントロールを失ったから止められない。

・「否認」を伴う病気
　自身のアルコール問題を認められず、問題そのものを様々な方法でうやむや

　にする。

・進行性で死に至る病気
　自然に良くなることはない、飲み続ければ確実に死に至る。

・治癒（完治）はないが回復する。
→「たくあんは大根に戻らない。」
　一度コントロールを失ったら、元に戻る事はない。しかし断酒をして治療を受けて「回復」すれば、社会復帰は出来る。　

・家族を巻き込む病気
　本人だけでなく、家族も共に（素面のまま）病気になってしまう。

・回復には助けが必要
　本人だけの力（自己流）で回復することは出来ない。周囲の助けが必要。

・一生付き合っていく病気
依存症は慢性の病気。自己管理を怠れば再発する危険がある。
















































